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浮遊性有孔虫は海洋表層から亜表層に生息し、石灰質の殻を形成する原生動物プランクトンの一種である。浮遊性有
孔虫の分布は海水の温度、塩分、餌など生息する海洋環境に影響されるため（e.g. Hemleben et al., 1989）、有孔虫の群集
解析や骨格の化学分析は過去の海洋環境を復元する有効な指標として利用されてきた。従って現生の浮遊性有孔虫の分
布と海洋環境の関係を詳細に理解することは古海洋環境指標の高精度化に繋がる。
　北太平洋亜寒帯域は海洋大循環の終着点に位置し、栄養塩に豊富な深層水が湧昇するため活発な生物生産による生

物ポンプが効率的に機能している（e.g. Takahashi et al., 2002）。従って、この海域における古海洋環境復元は地球環境シ
ステムを理解する上で重要である。さらに北太平洋亜寒帯域は人類活動を原因とする海洋酸性化により海水の炭酸イオ
ン濃度が今世紀中に顕著に減少し得る海域として注目されている（Orr et al., 2012）。海水の炭酸イオン濃度低下は浮遊性
有孔虫をはじめとする炭酸塩生物の石灰化に影響し、骨格密度の低下をもたらす。そのため北太平洋亜寒帯域において
浮遊性有孔虫が形成する骨格の密度と現場海水の炭酸イオン濃度の関係を詳細に理解することは海洋酸性化に伴う石灰
化生物への影響を評価する上で欠かせない。また現在の海洋環境における浮遊性有孔虫の分布および骨格密度の理解は
将来の海洋酸性化研究の基盤となる情報を提供する。しかし、北太平洋亜寒帯域における浮遊性有孔虫の地理的・鉛直
分布や海水炭酸イオン濃度が有孔虫骨格密度に与える影響を見積もる研究はこれまで行われていない。そこで本研究で
は北太平洋亜寒帯域を東西に横断する 9地点で鉛直多層引きプランクトンネット観測（採取水深：0-50, 50-100, 100-150,
150-200, 200-300, 300-500 m）を実施し、有孔虫の群集解析を通して浮遊性有孔虫の水平・鉛直分布を本海域で初めて明
らかにした。また、マイクロフォーカス X 線 CTスキャナによる高精度の殻内部構造の観察および骨格密度の定量測定
を実施し、現生有孔虫の骨格密度と現場海水の炭酸イオン濃度との比較を初めて実施した。
　群集解析の結果、本海域から全部で 9種類の浮遊性有孔虫を同定した。また、群集組成の特徴から、北太平洋亜寒

帯域における浮遊性有孔虫の地理的な分布は西部亜寒帯循環域・アラスカ循環域・東太平洋沿岸域の 3つのグループに
分けられることを示した。また、マイクロフォーカス X 線 CTスキャナによる殻内部構造観察および骨格密度測定の結
果を現場海水炭酸イオン濃度と定量的に比較した。
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